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中
国
研
究
集
刊 

光
号
（
総
六
十
二
号
）
平
成
二
十
八
年
六
月　

五
二
︱
七
三
頁

一
、
問
題
の
所
在

一
九
九
三
年
出
土
の
郭
店
簡（
注
1
）
に
よ
っ
て
、
楚
墓
出
土
の
戦
国

竹
書
に
楚
国
通
行
の
楚
系
文
字
と
は
異
質
の
非
楚
系
文
字
が
含
ま

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
テ
キ
ス
ト
の
成
立
・
流
伝
に
か
か
わ

る
国
別
問
題
が
注
目
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
後
、
新
た
に
上
博

簡
も
加
え
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、
他
地
域
で
成
立
し
楚
に
流
伝
し
た

他
地
性
の
戦
国
竹
書
に
は
、
非
楚
系
文
字
を
具
有
す
る
例
が
、
少

な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る（
注
2
）
。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た

郭
店
簡
・
上
博
簡
は
、
す
べ
て
楚
系
の
用
字
習
慣
を
も
つ
楚
人
が

書
写
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
注
3
）
。
し
た
が
っ

て
、
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
非
楚
系
要
素
は
、
基
本
的
に
書
き
手
の

側
で
は
な
く
、
書
写
者
が
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
（
底
本
）
か
ら
の

影
響
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
状
況
は
、
郭
店
簡
・
上
博
簡
の
み
な
ら
ず
清
華
簡
に
も
見

い
だ
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
筮
法
』
に
は
、「
夕
」・「
返
」・「
祖
」

な
ど
の
諸
字
に
晋
系
文
字
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
（
注
4
）
、
同
時
に
「
左
」
字
を
「
口
」
に
従
う
形
体
に
作

る
点
や
「
岺具
（
見
）」
と
「
秂員
（
視
）」
と
の
使
い
分
け
な
ど
、
多

く
の
点
で
楚
の
用
字
習
慣
と
の
合
致
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
書
法

風
格
の
面
に
お
い
て
も
、
一
貫
し
て
楚
簡
に
特
徴
的
な
円
転
様
式

を
そ
な
え
（
注
5
）
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
楚
人
の
書
写
に
か
か
り
、
そ

の
中
に
み
え
る
晋
系
文
字
の
特
色
は
底
本
の
影
響
を
う
け
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

清
華
簡
『
良
臣
』・『
祝
辞
』
の
書
写
者

 

―
国
別
問
題
再
考

―

福
田
哲
之

〔
出
土
文
献
研
究
〕

（ 52 ）



こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
清
華
簡
『
良

臣
』
に
文
字
・
書
法
の
両
面
で
晋
系
文
字
と
の
緊
密
な
関
連
が
認

め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
仮
に
『
良
臣
』
に
書
写
者
が
楚
人
で
あ
る

こ
と
を
示
す
明
瞭
な
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、『
良
臣
』

は
楚
の
用
字
習
慣
を
も
つ
楚
人
で
は
な
く
、
晋
の
用
字
習
慣
を
も

つ
非
楚
人
の
手
に
な
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
そ
し
て
同
じ
可
能
性

は
『
良
臣
』
と
同
写
・
同
冊
と
さ
れ
る
『
祝
辞
』（
注
6
）
に
も
想
定

さ
れ
よ
う
。
こ
の
仮
説
に
従
え
ば
、『
良
臣
』・『
祝
辞
』
に
認
め

ら
れ
る
非
楚
系
要
素
は
、
基
本
的
に
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
書
き
手

の
側
に
由
来
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
一
口
に
非
楚
系
文
字
具
有
テ
キ
ス
ト
と
言
っ
て
も
、

書
写
者
が
ど
の
よ
う
な
用
字
習
慣
を
も
つ
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
テ

キ
ス
ト
の
言
語
的
性
格
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。『
良
臣
』・『
祝

辞
』
は
、
楚
人
の
書
写
者
を
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
従
来

の
国
別
問
題
に
再
考
を
う
な
が
す
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

小
論
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
も
と
づ
き
、『
良
臣
』・

『
祝
辞
』
の
文
字
・
書
法
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
、
両
篇
の
性
格

と
そ
の
資
料
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
（
注
7
）
。

二
、『
良
臣
』
の
文
字
形
体

本
章
で
は
『
良
臣
』
の
文
字
形
体
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。

は
じ
め
に
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
参
）』（
以
下
『
清
華
参
』

と
略
記
）
に
も
と
づ
き
、
そ
の
概
要
を
記
し
て
お
く
（
注
8
）
。

『
良
臣
』
は
全
十
一
簡
、
文
字
に
缺
失
は
な
い
。
黄
帝
か
ら

春
秋
期
ま
で
の
著
名
な
君
主
に
仕
え
た
す
ぐ
れ
た
臣
下
を
記

し
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
仮
に
「
良
臣
」
と
題
し
た
。
簡

文
は
連
続
し
て
書
写
さ
れ
、
中
間
に
黒
の
横
線
で
二
十
の
小

段
に
分
け
ら
れ
、
黄
帝
か
ら
周
の
成
王
ま
で
は
歴
史
の
順

序
、
春
秋
の
晋
の
文
公
か
ら
鄭
の
子
産
の
師
・
輔
ま
で
は
国

別
の
排
列
と
な
っ
て
い
る
（
最
後
の
楚
の
共
王
の
一
条
は
後

補
に
か
か
る
よ
う
で
あ
る
）。
竹
簡
の
文
字
は
三
晋
系
の
写

法
に
属
し
、
例
え
ば
「
百
」
字
は
す
べ
て
「
全
」
に
作
っ
て

い
る
。
篇
中
に
は
「
子
産
之
師
」「
子
産
之
輔
」
な
ど
鄭
の

子
産
と
の
関
連
が
詳
記
さ
れ
て
お
り
、
作
者
は
鄭
と
密
接
な

関
連
を
も
つ
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

劉
剛
氏
（
注
9
）
は
こ
の
『
清
華
参
』
の
指
摘
を
承
け
て
、
文
字
風

格
・
文
字
形
体
・
用
字
習
慣
の
各
方
面
か
ら
分
析
を
加
え
、
晋
系

文
字
と
の
関
連
を
裏
付
け
て
い
る
。『
良
臣
』
が
晋
系
文
字
の
特

色
を
そ
な
え
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
、
劉
氏
の
研
究
に
よ
っ

て
ほ
ぼ
立
証
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
逆
に
『
良
臣
』
と
楚
系
文
字
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
『
良
臣
』
の

全
用
例
（
異
な
り
字
数
一
四
三
字
）
か
ら
楚
系
と
晋
系
と
の
間
で

（ 53 ）



形
体
面
に
お
い
て
明
瞭
な
相
違
を
も
つ
文
字
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら

を
［
Ａ
類
］
晋
系
と
共
通
す
る
文
字
と
［
Ｂ
類
］
楚
系
と
共
通
す

る
文
字
と
に
分
類
し
た
。
そ
の
結
果
を
文
字
ご
と
に
整
理
し
、
通

し
番
号
（
丸
囲
み
数
字
）
の
下
に
相
違
点
を
簡
潔
に
記
し
た
表
を

以
下
に
示
す
。
な
お
※
を
付
し
た
文
字
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に

お
い
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
注
10
）
、
分
析
に
用
い
た
資
料
に

つ
い
て
は
、
末
尾
の
「
参
考
文
献
」
に
掲
げ
た
。

［
Ａ
類
］
晋
系
と
共
通
す
る
文
字

①
「
哀
」：「
口
」
の
位
置
の
相
違
。

『良臣』

08

晋系

哀成叔豆

楚系

包山145

郭店	
五行17

②
「
後
」：
楚
系
は
「
辵
」
に
従
う
。

『良臣』

05

09

晋系

侯馬

楚系

包山227

郭店	
老子甲16

③
「
卑
」：
晋
系
は
「
寸
」
に
従
う
。

『良臣』

10

晋系

侯馬

楚系

郭店	
緇衣23

救秦戎鐘

（ 54 ）



④
※
「
史
」：
楚
系
は
上
部
を
「

├

」
に
作
る
。

『良臣』

01

08

晋系

侯馬

楚系

包山138

上博三	
中弓14

⑤
※
「
寺
」：
晋
系
は
「
寸
」
に
従
う
。

『良臣』

06

晋系

侯馬

楚系

包山234

帛書乙	
7-77

⑥
※
「
百
」：
晋
系
は
「
全
」
に
作
る
。

『良臣』

08

10

晋系

中山円壺

貨系	
1346

楚系

包山137

郭店	
忠信7

⑦
※
「
肥
」：
晋
系
は
右
旁
が
垂
直
に
折
れ
る
。

『良臣』

10

晋系

璽彙	
1642

楚系

包山250

望山M1	
116
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⑧
※
「
左
」：
楚
系
は
「
口
」
に
従
う
。

『良臣』

08

晋系

中山円壺

璽彙	
1651

楚系

包山226

郭店	
老子丙6

⑨
※
「
向
」：
晋
系
は
上
部
を
∧
型
、
楚
系
は
Ｍ
型
に
作
る
。

『良臣』

05

晋系

貨系364

廿三年	
襄城令矛

楚系

包山99

郭店	
尊徳28

⑩
※
「
弔
」：
晋
系
は
右
下
に
飾
筆
「
ノ
」
を
加
え
る
。

『良臣』

03

05

08

09

晋系

璽彙2549

八年	
吂令戈

楚系

倗之鼎

屈叔沱戈

⑪
※
「
範
」：
晋
系
は
右
旁
の
上
部
に
「
山
」
を
加
え
る
。

『良臣』

05

05

07

晋系

璽彙	
1825

璽彙	
1399

楚系

包山167

望山M1	
170

（ 56 ）



⑫
「
禹
」：
楚
系
は
下
部
に
「
土
」
を
加
え
る
。

『良臣』

01

晋系

珍秦戦
236

璽彙	
5124

楚系

郭店	
緇衣12

九店M56	
39

⑬
「
邑
」
旁
位
置
：
楚
系
の
大
部
分
は
左
側
に
置
く
。

『良臣』

「邦」	
09

「邵」	
04

「鄭納 」
03

「紲鄭」
06

「𨚮」
11

晋系

「邦」	
侯馬

「邦」	
哀成叔鼎

「邵」	
中山方壺

「𨚮」
璽彙	
2150

楚系

「邦」	
郭店	
老子乙18

「郢」	
包山7

［
Ｂ
類
］
楚
系
と
共
通
す
る
文
字

①
「
相
」：
晋
系
は
通
常
「
目
」
の
下
に
飾
筆
を
付
す
。

『良臣』

01

09

晋系

中山方壺

璽彙	
1859

十七年	
相邦鈹

楚系

帛書甲	
7-77

包山171

郭店	
老子4

こ
こ
で
Ｂ
類
の
「
相
」
字
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。『
良
臣
』

は
楚
系
と
同
様
「
目
」
の
下
に
飾
筆
を
付
さ
な
い
形
に
作

る
（
注
11
）
。
こ
の
形
体
は
、
甲
骨
文
お
よ
び
西
周
金
文
を
蹈
襲
す
る

も
の
で
秦
系
と
も
共
通
す
る
。
一
方
、
晋
系
の
用
例
は
ほ
ぼ
す
べ

て
が
「
目
」
の
下
に
「
－
」
ま
た
は
「
＝
」
の
飾
筆
を
付
し
て
お

り
、
こ
の
形
体
は
晋
系
の
特
色
の
一
つ
の
見
な
さ
れ
て
い
る
（
注
12
）
。

こ
の
よ
う
に
『
良
臣
』
の
「
相
」
は
、
通
常
の
晋
系
文
字
と
は

形
体
を
異
に
す
る
が
、
留
意
す
べ
き
は
、
晋
系
に
も
一
例
（
十
七

年
相
邦
鈹
）『
良
臣
』
と
同
様
の
形
体
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ

る
（
注
13
）
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
晋
系
内
に
お
い
て
も
例
外
的
に

初
形
に
も
と
づ
く
飾
筆
を
付
さ
な
い
写
法
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性

（ 57 ）



も
考
慮
さ
れ
、『
良
臣
』
の
「
相
」
の
形
体
を
直
ち
に
楚
系
文
字

の
影
響
と
み
る
こ
と
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
分
析
か
ら
、『
良
臣
』
の
文
字
形
体
は
一
部
の
例
外
を

除
い
て
、
そ
の
大
部
分
が
晋
系
文
字
と
合
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
。

三
、『
良
臣
』
の
用
字
習
慣

次
に
『
良
臣
』
の
用
字
習
慣
の
検
討
に
移
る
。
蘇
建
洲
氏
は

『
良
臣
』（
簡
５
）
が
昭
王
の
「
昭
」
を
、
楚
系
の
「
卲
」
と
は
異

な
る
「
齠朝
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、
底
本
は
楚
国
の
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
14
）
。
ま
た
劉
剛
氏
は
、『
良
臣
』
の
用

字
が
楚
系
と
は
異
な
り
晋
系
と
合
致
す
る
例
と
し
て
、
以
下
の
三

例
を
挙
げ
、

1
、
簡
２　

伊

（
尹
）　

簡
５　

令

（
尹
）

２
、
簡
７
𩁹
（
越
）
王
勾
踐

３
、
簡
６
𡌥
（
隰
）
朋

さ
ら
に
先
の
蘇
建
洲
氏
の
見
解
を
引
い
た
後
、「
齠朝
」
字
が
晋
系

文
字
で
は
人
名
に
常
用
さ
れ
、
と
く
に
三
晋
の
韓
国
と
の
間
に
密

接
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
15
）
。

こ
の
よ
う
に
『
良
臣
』
は
、
そ
の
内
容
面
の
特
色
か
ら
、
人
名

を
中
心
と
す
る
用
字
習
慣
の
検
討
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
有
効
な

資
料
と
言
え
る
。
そ
こ
で
ま
ず
蘇
建
洲
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
、『
良

臣
』
に
み
え
る
楚
王
の
諡
号
（
成
王
・
共
王
・
昭
王
）
を
他
の
戦

国
竹
簡
と
比
較
す
る
と
［
表
1
］
の
よ
う
な
結
果
と
な
る（
注
16
）
。

［
表
1
］
楚
王
の
諡
号
と
そ
の
用
字
比
較

諡
号

『
良
臣
』

『
楚
居
』

『
繫
年
』

上
博
簡

成
王

成
王

成
王

成
王

『
成
王
為
城
濮
之
行
』

成
王

共
王

恭
王

龏
王

龏
王･

龍
王

―

昭
王

齠朝
王

卲
王

卲
王

『
昭
王
毀
室
』

卲
王

蘇
建
洲
氏
の
指
摘
す
る
「
昭
王
」
以
外
に
「
共
王
」
に
つ
い
て

も
『
良
臣
』
と
『
楚
居
』・『
繫
年
』
と
の
間
に
用
字
差
異
が
認
め

ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
十
分
な
用
例
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
晋

系
の
用
字
と
の
関
係
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
あ
く
ま
で
も

推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
前
章
に
お
け
る
文
字
形
体
の
分
析
や
上

述
し
た
用
字
習
慣
に
か
か
わ
る
先
行
研
究
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、

楚
系
の
「
龏
（
龍
）
王
」
に
対
し
て
「
恭
王
」
は
晋
系
の
用
字
に

該
当
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
楚
王
の
諡
号
以
外
の
人
名
や
官
名
に
つ
い
て
、『
良
臣
』

と
他
の
戦
国
竹
書
と
を
比
較
す
る
と
［
表
２
］
の
よ
う
な
結
果
と

な
る
（
注
17
）
。
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［
表
２
］
人
名
・
官
名
に
か
か
わ
る
用
字
比
較

人
名
・
官
名

『
良
臣
』

『
繫
年
』

上
博
簡

斉
桓
公

齊
轍狟
公

齊

公

―

越
王
句
践

𩁹
王
句

戉
公
句
戔

―

大
宰

大
宰

大

『
柬
大
王
泊
旱
』

大

『
繫
年
』
に
み
え
る
斉
桓
公
の
「

（
桓
）」、
越
王
句
践
の

「
戉
（
越
）」・「
戔
（
践
）」、『
繫
年
』
お
よ
び
『
柬
大
王
泊
旱
』

に
み
え
る
大
宰
の
「

（
宰
）」
は
い
ず
れ
も
楚
系
の
用
字
と
見

な
さ
れ
、こ
れ
に
対
し
て
『
良
臣
』
は
そ
れ
ぞ
れ
「
轍狟
」・「
𩁹
」・

「

」・「
宰
」
と
用
字
を
異
に
す
る
。
現
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
の

う
ち
で
晋
系
と
の
関
係
を
裏
付
け
得
る
の
は
、
劉
剛
氏
が
指
摘
す

る
「
𩁹
（
越
）」
の
み
に
と
ど
ま
る
が
、
他
の
二
例
も
同
様
に
晋

系
の
用
字
に
該
当
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、
中
山
王
鼎
銘
文
の
「

（
桓
）
王
」
や
中
山
王
玉
器
墨
書
の
「

（
桓
）
子
」
な
ど
の
用

例
か
ら
、
晋
系
で
は
「
桓
公
」
の
「
桓
」
の
表
記
に
楚
系
と
同
様

「

」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
点
で
あ
る
（
注
18
）
。
先
に

見
た
よ
う
に
『
良
臣
』
で
は
「

」
と
は
異
な
る
「
轍狟
」
が
用
い

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
用
字
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
他
系
（
国
）
に

お
い
て
も
見
い
だ
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
（
注
19
）
。
用
例
数
の
制
約

か
ら
断
定
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ

は
同
系
内
の
異
例
と
見
な
さ
れ
、
必
ず
し
も
『
良
臣
』
と
晋
系
の

用
字
習
慣
と
の
関
連
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。こ

の
点
に
つ
い
て
も
先
の
諸
例
と
同
様
、
今
後
の
検
証
が
俟
た

れ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
良
臣
』
の
多
く
に
非
楚
系
の
用
字
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
通
し
て
ほ
ぼ
明
ら
か
に

し
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、『
祝
辞
』
の
文
字
形
体

続
い
て
、『
祝
辞
』
の
分
析
に
移
ろ
う
。
同
様
に
『
清
華

参
』（注
20
）に
も
と
づ
き
、
そ
の
概
要
を
記
し
て
お
く
。

『
祝
辞
』
は
『
良
臣
』
と
書
写
者
を
同
じ
く
し
、
も
と
は
一

編
竹
簡
に
『
良
臣
』
と
と
も
に
連
写
さ
れ
て
い
た
と
見
な
さ

れ
る
。『
祝
辞
』
は
五
簡
か
ら
な
り
、
各
簡
ご
と
に
巫
術
の

類
に
属
す
る
祝
辞
一
則
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
「
恐

溺
」
す
な
わ
ち
溺
水
を
防
ぐ
祝
辞
、
次
は
「
救
火
」
の
祝

辞
、
後
半
の
三
則
は
い
ず
れ
も
矢
を
射
る
と
き
の
祝
辞
で
、

敵
人
を
射
る
際
に
用
い
る
も
の
、
禽
獣
を
射
る
と
き
に
用
い

射
る
も
の
、
甲
革
を
射
る
と
き
に
用
い
る
も
の
の
三
種
に
区
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分
さ
れ
る
。
祝
辞
は
ま
た
呪
語
で
も
あ
り
、
多
く
は
晦
渋
で

理
解
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
祝
辞
』
は
巫
術
類
に
属
し
て
お
り
、
内
容
を
十

分
に
把
握
し
が
た
い
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
類
型
的
な
文

体
を
も
ち
、
と
く
に
後
半
の
三
則
は
共
通
の
形
式
か
ら
な
る
た

め
、
限
定
さ
れ
た
用
例
に
も
と
づ
く
分
析
と
な
る
。

そ
れ
で
は
『
良
臣
』
と
同
様
の
手
順
に
よ
り
、『
祝
辞
』
の
全

用
例
（
異
な
り
字
数
六
十
四
字
）
の
文
字
形
体
に
つ
い
て
分
類
・

整
理
し
た
表
を
以
下
に
示
す
。

［
Ａ
類
］
晋
系
と
共
通
す
る
文
字

①
「
童
」：
楚
系
は
「
里
」
の
下
部
を
「
壬
」
形
に
作
る
。

『祝辞』

03

04

05

晋系

璽彙	
2264

楚系

望山M2	
13

包山34

②
※
「
左
」（
前
章
『
良
臣
』
⑧
重
出
）

『祝辞』

02

晋系

温県

公朱左	
𠂤鼎

楚系

楚帛書	
残片

璽彙	
0162 

③
「

」：
晋
系
は
下
部
を
「
寸
」
に
作
る
。

『祝辞』

03

04

05

晋系

侯馬

楚系

望山M1	
152

包山202

王孫誥鐘
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④
「
火
」：
楚
系
は
上
部
に
横
画
を
加
え
る
。

『祝辞』

02

晋系

璽彙	
3654

楚系

九店	
56-39

帛書丙	
92

郭店	
唐虞10

⑤
「
堂
」：
晋
系
は
「
土
」
に
作
る
。

『祝辞』

01

晋系

兆域図版

楚系

郭店	
性自19

上博	
君人08

⑥�

「
陽
」：
楚
系
は
「
土
」
に
従
う
。「
日
」
の
下
に
横
画
を
二
本

加
え
る
例
は
晋
系
に
見
え
る
。

『祝辞』

01

03

04

05

晋系

璽印菁華6

二年	
皇陽令戈

楚系

信陽3

包山126

［
Ｂ
類
］
楚
系
と
共
通
す
る
文
字

①
「
也
」：
楚
系
は
上
部
の
横
画
が
左
右
に
出
な
い
。

『祝辞』

01

03

04

05

晋系

三十二年	
坪安君鼎

坪安君鼎

清唁陽戈

楚系

包山204

郭店	
老子甲16

郭店	
成之35

（ 61 ）



こ
こ
で
Ｂ
類
の
「
也
」
字
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。『
祝
辞
』

の
「
也
」
は
、
す
べ
て
楚
系
と
同
じ
く
上
部
の
横
画
が
左
右
に
出

な
い
形
に
作
る
（
注
21
）
。
こ
れ
に
対
し
て
晋
系
の
三
例
は
、
す
べ
て

横
画
が
左
右
に
出
る
形
に
作
り
（
注
22
）
、
こ
の
形
体
は
斉
・
秦
の
各

系
（
国
）
に
も
共
通
す
る
（
注
23
）
。

こ
の
よ
う
に
『
祝
辞
』
の
文
字
形
体
は
大
部
分
が
晋
系
文
字
の

特
色
と
合
致
す
る
が
、「
也
」
の
形
体
に
つ
い
て
は
晋
系
と
は
異

な
り
、
楚
系
文
字
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。

五
、『
祝
辞
』
の
用
字
習
慣

上
述
の
よ
う
に
『
祝
辞
』
は
呪
語
と
い
う
特
異
な
内
容
か
ら
、

釈
読
を
確
定
し
が
た
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
お
り
、
用

例
数
の
制
約
も
あ
っ
て
、
現
時
点
で
は
い
か
な
る
系
（
国
）
の
用

字
習
慣
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
を
断
っ
た
上
で
、
簡

1
の
「
弱
（
溺
）」
字
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

『
祝
辞
』
第
一
則
が
、
落
水
淹
没
を
防
止
す
る
た
め
の
呪
語
で

あ
り
、
簡
1
の
冒
頭
二
字
を
「空忈
（
恐
）
弱
（
溺
）」
と
釈
す
る

こ
と
は
、
第
二
則
の
「
救
火
」
と
の
対
応
関
係
か
ら
も
異
論
の
な

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
「
弱
（
溺
）」
字
の
関
連
資

料
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

○
『
祝
辞
』

［
資
料
1
］

簡
1
「
弱
（
溺
）」

○
楚
系

［
資
料
２
］

包
山
172
「
弱
」

［
資
料
３
］

郭
店
『
老
子
』
甲
簡
８
「
弱
」

［
資
料
４
］

上
博
七
『
武
王
践
阼
』

簡
８
「
弱
（
溺
）」

○
非
楚
系

［
資
料
５
］

侯
馬
「
汋
」
人
名

［
資
料
６
］

中
山
王
鼎
「
汋
（
溺
）」

［
資
料
７
］

晋　

陶
彙
6
・
81
「
㲻
」

［
資
料
８
］

郭
店
『
語
叢
二
』
簡
36

「
㲻
（
弱
）」（
注
24
）

楚
系
で
は
強
弱
の
弱
の
意
を
あ
ら
わ
す
文
字
と
し
て「
勥惣澃
」
が

用
い
ら
れ
て
お
り
（
注
25
）
［
資
料
２
・
３
］、
こ
れ
が
沈
溺
の
意
を

も
つ
こ
と
は
、
上
博
七
『
武
王
践
阼
』
の
用
例
［
資
料
４
］（
注
26
）
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か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
一
方
、
晋
系
で
は
「
汋
」
が
用
い
ら
れ

［
資
料
５
］（
注
27
）
、
こ
の
文
字
が
沈
溺
の
意
を
も
つ
こ
と
は
、
中
山

王
鼎
銘
文
［
資
料
６
］
の
用
例
（
注
28
）
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
祝
辞
』
の
「
弱
（
溺
）」
字
［
資
料
1
］
は

楚
系
と
近
似
し
、
晋
系
と
は
異
な
る
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
よ
う
。

た
だ
し
両
者
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、『
祝
辞
』
の
「
弱
（
溺
）」

［
資
料
1
］
は
、「

」
で
は
な
く「
人
」に
従
っ
て
お
り
、
楚
系
と
は

構
成
要
素
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
水
」
の
位
置
も
楚
系
で
は
下

部
に
横
向
き
に
配
置
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、『
祝
辞
』
で
は
中
央
に

縦
向
き
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
写
法
も
異
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、晋
・
斉
魯
・
燕
な
ど
の
諸
系
（
国
）

で
は
、「
弱
（
溺
）」
と
同
音
の
「
㲻
」
が
行
な
わ
れ
［
資
料
７
・

８
］（
注
29
）
、「
沈
溺
の
本
字
」（
注
30
）
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
『
祝
辞
』
の
形
体
は
「
㲻
」
に
「
弓
」
を

加
え
た
繁
体
と
み
ら
れ
、
楚
系
と
は
系
列
を
異
に
す
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
祝
辞
』
の
用
字
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
把
握
し
難

い
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
楚
系
固
有
の
用
字
と

合
致
す
る
明
確
な
例
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
く
ま
で

も
間
接
的
な
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、『
祝
辞
』
の
釈
読
の
困
難
さ
は
、

そ
の
内
容
の
晦
渋
さ
と
と
も
に
、
秦
や
楚
と
は
異
質
の
用
字
習
慣

を
も
つ
と
こ
ろ
に
原
因
の
一
端
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
、『
良
臣
』・『
祝
辞
』
の
書
法

上
述
の
よ
う
に
『
良
臣
』
と
『
祝
辞
』
と
は
同
じ
書
写
者
に
よ

る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
書
法
風
格
は
完
全
に
一
致
す
る
。

本
章
で
は
両
篇
の
書
法
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
、
斉
系
文
字
と
の

関
係
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

劉
剛
氏
は
『
良
臣
』
の
文
字
風
格
に
つ
い
て
、

整
篇
文
字
筆
劃
豊
中
鋭
末
、
用
筆
謹
飭
、
和
三
晉
一
系
的
侯

馬
盟
書
字
形
很
是
類
似
、
而
全
無
楚
文
字
特
種
以
曲
綫
取
美

的
線
條
特
徴
。

と
述
べ
、
具
体
例
と
し
て
「
又
」
字
を
挙
げ
て
『
良
臣
』
と
晋

系
・
楚
系
と
を
比
較
し
、
晋
系
と
の
共
通
性
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
（
注
31
）
。
風
格
面
の
分
析
は
こ
の
一
例
に
と
ど
ま
る
が
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
、
劉
氏
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

文
字
的
風
格
雖
然
是
戰
國
諸
系
之
間
的
重
要
差
別
之
一
、
但

因
為
其
抽
象
難
以
把
握
的
特
點
、
往
往
讓
人
有
不
知
所
云
之

感
。
下
面
我
們
再
從
文
字
形
體
和
用
字
習
慣
兩
個
方
面
來
說

明
《
良
臣
》
與
晉
系
文
字
之
間
的
關
係
。

確
か
に
文
字
の
風
格
は
、
そ
の
特
色
を
全
体
と
し
て
捉
え
よ
う

と
す
れ
ば
、
抽
象
的
で
理
解
し
難
い
面
を
も
つ
こ
と
は
否
め
な

い
。
し
か
し
風
格
上
の
特
色
を
形
成
す
る
具
体
的
な
諸
要
素
（
例
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え
ば
、
運
筆
の
特
徴
・
点
画
の
構
造
・
一
字
の
構
成
な
ど
）
に
着

目
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
個
別
に
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

一
定
の
客
観
性
を
も
っ
た
結
論
を
導
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
晋
系
文
字
の
場
合
は
、
春
秋
戦
国

期
の
筆
記
資
料
が
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
斉
系
文
字
や
燕
系
文
字

と
は
異
な
り
、
幸
い
に
も
春
秋
末
の
侯
馬
盟
書
・
温
県
盟
書
や
戦

国
中
期
後
半
の
中
山
王
墓
墨
書
玉
器
な
ど
の
筆
記
資
料
が
存
在

し
、
運
筆
や
点
画
の
構
造
に
つ
い
て
具
体
的
な
比
較
分
析
が
可
能

で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
国
別
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

書
写
者
が
楚
人
で
あ
っ
て
も
、
も
と
の
テ
キ
ス
ト
の
影
響
に
よ
っ

て
、
そ
の
転
写
本
に
非
楚
系
文
字
の
特
色
が
そ
な
わ
る
例
が
あ

り
、
文
字
形
体
や
用
字
習
慣
は
、
必
ず
し
も
書
写
者
の
国
別
と
直

結
し
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
実

際
、
郭
店
簡
・
上
博
簡
で
は
、
書
写
者
は
楚
人
で
あ
る
と
の
前
提

か
ら
、
文
字
形
体
・
用
字
習
慣
の
検
討
に
重
点
が
置
か
れ
、
書
法

面
の
分
析
は
あ
ま
り
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
稿
の
よ

う
に
、
書
写
者
が
戦
国
諸
系
（
国
）
の
い
ず
れ
の
文
字
を
習
得
し

た
人
物
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
文
字
形

体
・
用
字
習
慣
に
加
え
て
書
法
面
の
検
討
が
不
可
缺
と
な
る
。

は
じ
め
に
全
体
的
な
観
点
か
ら
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
両

篇
は
共
通
の
書
法
様
式
に
従
い
、
一
定
の
速
度
と
リ
ズ
ム
で
謹
直

に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
書
写
者
は
き
わ
め
て
安
定
し
た
書
法
技
能

を
有
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
重
出
字

の
形
体
に
、
ほ
と
ん
ど
揺
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
付

け
ら
れ
る
（
注
32
）
。

そ
れ
で
は
以
下
、
書
法
の
特
色
を
形
成
す
る
要
素
に
つ
い
て
、
個

別
に
関
連
の
図
版
を
掲
げ
た
後
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
分
析
を
記
し
て

い
く
。
ま
ず
最
も
重
要
な
基
本
点
画
で
あ
る
横
画
を
取
り
上
げ
る
。

①
「
王
」
字
・「
皇
」
字

『良臣』

04

01

晋系

「玉」	
中山王墓	
墨書玉器

温県

楚系

包山2

望山M2	
45

『
良
臣
』
の
「
王
」
字
・「
皇
」
字
を
例
に
横
画
を
分
析
す
る

と
、
起
筆
を
強
く
打
ち
込
ん
で
そ
の
ま
ま
真
横
に
ス
ッ
と
引
き
抜

く
楔
形
の
筆
画
構
造
が
認
め
ら
れ
る
。
同
じ
状
況
は
『
祝
辞
』
に

も
明
瞭
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
②
参
照
）。
こ
れ
は
晋
系
の
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筆
記
文
字
で
あ
る
中
山
王
墓
墨
書
玉
器
や
侯
馬
盟
書
・
温
県
盟
書

の
筆
画
と
酷
似
し
、
両
者
は
共
通
の
様
式
を
も
つ
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
楚
系
は
、
右
廻
転
の
運
筆
を
基
調
と
し
、
や

や
右
上
が
り
に
湾
曲
し
、
起
筆
部
分
と
収
筆
部
分
が
尖
っ
て
送
筆

部
が
膨
ら
ん
だ
、
い
わ
ゆ
る
「
豊
中
鋭
末
」
の
筆
画
構
造
を
も

つ
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
劉
剛
氏
は
『
良
臣
』
の
筆
画
を
「
豊

中
鋭
末
」
と
表
現
す
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
楚
系
文
字
に
あ
て
は

ま
る
特
色
で
あ
る
（
注
33
）
。

②
「
言
」
字
・「
音
」
字

『祝辞』

「言」	
03

「言」	
04

「言」	
05

「音」	
05

「音」	
05

晋系

「辛」
温県

「言」	
侯馬

楚系

「言」	
包山2

「言」	
郭店	
緇衣29

「音」	
包山214

こ
う
し
た
運
筆
・
筆
画
の
特
色
を
よ
く
示
す
例
と
し
て
、
次
に

『
祝
辞
』
か
ら
「
辛
」
を
構
成
要
素
に
も
つ
「
言
」
字
・「
音
」
字

を
取
り
上
げ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
『
祝
辞
』
で
は
「
辛
」
の
下

部
「
十
」
の
横
画
を
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
楔
形
構
造
の
筆
画
を
用

い
て
「
Ｖ
」
字
型
に
作
る
点
で
あ
る
。
こ
の
写
法
は
、
晋
系
の
温

県
盟
書
や
侯
馬
盟
書
と
類
似
す
る
が
、
楚
系
の
筆
記
文
字
で
は
、

大
部
分
が
左
か
ら
右
へ
掬
い
上
げ
る
よ
う
に
一
筆
で
書
か
れ
て
お

り
、
両
者
の
運
筆
・
筆
画
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

③
「
皀
」
字

『祝辞』

「飮既」
02

「即」	
09

晋系

「既」	
哀成叔鼎

「既」	
郘鐘

「即」	
貨系2476	
三孔布

楚系

「既」	
包山245

「即」	
望山M2-50

こ
こ
か
ら
は
複
数
の
文
字
に
共
通
す
る
偏
旁
の
構
造
に
注
目
す

る
。『
祝
辞
』
の
「
皀
」
は
上
部
の
「
白
」
に
対
し
て
下
部
が
縦

に
長
い
長
脚
体
を
示
す
。
同
様
な
形
体
は
晋
系
文
字
に
も
見
い
だ
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さ
れ
る
が
、
通
常
の
楚
系
に
は
こ
の
よ
う
な
長
脚
体
の
様
式
は
ほ

と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

④
「
心
」（
偏
旁
を
含
む
）

『良臣』『祝辞』

「心」	
祝辞03

「空忈」
祝辞01

「莞悲」
良臣06

「宏意」
良臣06

「 」
良臣10

「恭」	
良臣11

晋系

「心」	
侯馬

「心」	
温県

「心」	
璽彙	
4500

楚系

「心」	
包山	
218

「空忈」
九店M62	
1-13

「 」
郭店	
六徳41

「恭」	
帛書乙	
8-86

『
良
臣
』･

『
祝
辞
』
の
「
心
」（
偏
旁
を
含
む
）
は
す
べ
て
中

央
部
分
を
上
部
が
開
い
た
「
∪
」
字
型
に
作
る
。
同
様
の
「
∪
」

字
型
は
晋
系
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
楚
系
で
は
大
半
が
「
∪
」
の

上
部
を
絞
っ
た
巾
着
型
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
明
瞭
な
差
異
が

認
め
ら
れ
る
。

⑤
「
宀
」（
う
か
ん
む
り
）

『良臣』

「宮」	
03

「宮」	
03

「宜」	
03

「 」
06

「宋」	
07

「宦」	
08

「定」	
09

「酋宮」
10

「宰」	
11

晋系

「宮」	
侯馬

「定」	
侯馬

「宋」	
侯馬

楚系

「定」	
郭店	
老乙15

「宋」	
包山109

「宮」	
秦家嘴	
M13
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『
良
臣
』
の
「
宀
」（
う
か
ん
む
り
）
は
す
べ
て
が
下
の
文
字
を

す
っ
ぽ
り
と
覆
う
よ
う
な
合
掌
構
造
を
も
つ
。
同
様
の
構
造
は
晋

系
の
侯
馬
盟
書
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
通
常
の
楚
系
で
は
角
度
を

広
く
取
っ
て
上
部
の
み
を
覆
う
構
造
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
明

瞭
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

⑥
「
定
」
字

『良臣』

09

晋系

八年新城	
大令戈

璽彙	
3061

楚系

包山165

郭店	
老甲14

璽彙	
3644

『
良
臣
』
の
「
定
」
字
は
〝
う
か
ん
む
り
〟
の
下
の
「
疋正
」
の

第
一
画
を
「
つ
」
の
よ
う
に
曲
げ
た
特
異
な
形
体
を
も
つ
。
同
じ

形
体
は
晋
系
文
字
中
に
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
両
者
の
緊
密

な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
な
お
楚
系
に
は
、
包
山
165
の
よ
う
に

「
疋正
」
の
第
一
画
の
収
筆
部
に
巻
き
込
み
を
も
つ
例
が
み
え
る
が
、

こ
れ
は
楚
系
の
特
色
で
あ
る
右
廻
転
の
運
筆
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
で
あ
り
、
特
定
の
筆
画
の
み
を
屈
曲
さ
せ
る
『
良
臣
』
と
は
性

格
が
異
な
る
。

以
上
、『
良
臣
』･

『
祝
辞
』
の
書
法
を
中
心
に
、
そ
の
特
色
を

形
成
す
る
諸
要
素
に
つ
い
て
個
別
に
分
析
を
加
え
た
。
そ
の
結

果
、
両
篇
は
運
筆
・
点
画
の
構
造
・
一
字
の
構
成
な
ど
、
ほ
ぼ
す

べ
て
の
諸
点
に
わ
た
っ
て
晋
系
文
字
と
の
間
に
顕
著
な
共
通
性
を

示
す
の
に
対
し
て
、
楚
系
文
字
と
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
共
通
性
が

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、

『
良
臣
』・『
祝
辞
』
の
書
写
者
が
、
晋
系
書
法
を
習
得
し
た
非
楚

人
で
あ
る
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

結　

語

本
稿
で
は
、『
良
臣
』・『
祝
辞
』
に
つ
い
て
文
字
形
体
・
用
字

習
慣
・
書
法
の
三
方
面
か
ら
分
析
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
を
総
合

的
に
踏
ま
え
れ
ば
、
書
写
者
は
、
晋
系
の
用
字
習
慣
を
も
つ
非
楚

人
で
あ
り
、
両
篇
は
文
字
・
書
法
の
両
面
に
お
い
て
き
わ
め
て
純

度
の
高
い
晋
系
テ
キ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
る
。

本
稿
第
二
章
お
よ
び
第
四
章
で
指
摘
し
た
『
良
臣
』
の
「
相
」

字
や
『
祝
辞
』
の
「
也
」
字
な
ど
の
異
例
は
、
例
え
ば
上
博
簡

『
緇
衣
』
の
よ
う
な
、
全
体
的
に
濃
厚
な
非
楚
系
文
字
の
特
色
を
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示
し
つ
つ
、
書
写
者
で
あ
る
楚
人
の
用
字
習
慣
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

で
顔
を
出
す
と
い
っ
た
状
況
と
は
異
な
り
、
晋
の
用
字
習
慣
を
も

つ
非
楚
人
の
書
写
者
が
、
楚
系
の
底
本
の
影
響
や
用
字
の
混
淆
な

ど
に
よ
っ
て
、
例
外
的
に
楚
系
文
字
と
の
合
致
を
生
じ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
見
解
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、『
良
臣
』・『
祝
辞
』
は
こ

れ
ま
で
出
土
例
の
な
か
っ
た
晋
系
の
戦
国
竹
書
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
、
今
後
、
両
篇
を
新
た
な
資
料
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
晋

系
の
文
字
・
書
法
に
関
す
る
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
最
後

に
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
晋
系
文
字
と
曾
侯
乙
墓
竹
簡
の
文
字
・

書
法
と
の
関
連
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

曾
侯
乙
墓
竹
簡
は
、
一
九
七
八
年
に
湖
北
省
隨
県
曾
侯
乙
墓
か

ら
出
土
し
た
二
四
〇
枚
の
竹
簡
で
、
葬
儀
の
車
馬
兵
甲
等
の
器
物

を
記
載
し
た
遣
策
に
属
し
、
同
出
の
鎛
鐘
銘
文
や
出
土
器
物
の
形

制
、
炭
素
測
定
な
ど
か
ら
下
葬
年
代
は
、
戦
国
早
期
の
前
四
三
三

年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
注
34
）
。
従
来
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡
の
文
字
は
、

典
型
的
な
楚
国
文
字
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
（
注
35
）
、
近
年
、
楚
国

文
字
の
要
素
と
と
も
に
相
違
点
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
注
36
）
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
良
臣
』・

『
祝
辞
』
と
晋
系
文
字
と
の
共
通
点
の
な
か
に
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡

の
文
字
と
合
致
す
る
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
本
稿
第
二
章
・
第
四
章
で
指
摘
し
た
「
哀
」
字
の
「
口
」
の

位
置
や
「
宮
」
な
ど
の
「
宀
」（
う
か
ん
む
り
）
の
構
造
を
み
る

と
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡
の
文
字
は
楚
系
と
は
明
確
に
異
な
り
、『
良

臣
』
や
晋
系
と
の
間
に
顕
著
な
類
似
性
を
示
し
て
い
る
［
図
1
］。

［
図
1
］
曾
侯
乙
墓
竹
簡
と
『
良
臣
』・
晋
系
文
字
と
の
共
通
性

「
哀
」（
口
の
位
置
）

「
宮
」（
う
か
ん
む
り
）

曾侯

31

143

『良臣』

08

03

晋系

哀成叔豆

侯馬

楚系

包山145

包山202

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
曾
侯
乙
墓
竹
簡
の
文
字

を
分
析
す
る
と
、
例
え
ば
「
左
」「
右
」
の
字
形
は
、
両
者
と
も

に
「
工
」
に
従
い
、「
口
」
に
従
う
楚
系
と
は
明
確
に
異
な
る
が
、
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「
右
」
の
「
口
」
を
「
工
」
に
従
う
例
は
晋
系
文
字
に
も
見
い
だ

さ
れ
る
［
図
２
］。

［
図
２
］「
左
」・「
右
」
の
形
体

「
左
」

「
右
」

曾侯

127

144

『祝辞』

02

用
例
不
見

晋系

三㭉壺

右使車	
銅形器

楚系

包山228

包山133

さ
ら
に
書
法
面
で
も
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡
に
は
楚
系
に
み
え
る
右

廻
転
の
運
筆
と
と
も
に
、『
良
臣
』・『
祝
辞
』
と
同
じ
楔
形
構
造

の
筆
画
が
多
見
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
両
者
の
特
徴
を
融
合
し
た
よ
う

な
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
良
臣
』・『
祝
辞
』
を
比
較
資
料
と
し
て
用
い
る

こ
と
に
よ
り
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡
と
晋
系
文
字
と
の
密
接
な
関
係
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
曾
侯
乙
墓
竹
簡
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し

た
国
別
問
題
と
と
も
に
戦
国
早
期
と
い
う
時
代
的
要
因
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

注

（
1
）	

荆
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）

（
２
）	

郭
店
簡
・
上
博
簡
を
中
心
と
し
た
国
別
問
題
に
つ
い
て
は
、
周
鳳
五

「
郭
店
竹
簡
的
形
式
特
徴
及
其
分
類
意
義
」（『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討

会
論
文
集
』
第
五
三
～
六
三
頁
、
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、

馮
勝
君
『
郭
店
簡
与
上
博
簡
対
比
研
究
』（
綫
装
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）、

蘇
建
洲
『《
上
博
楚
竹
書
》
文
字
及
相
関
問
題
研
究
』（
萬
巻
楼
、
二
〇

〇
八
年
）
等
を
参
照
。

（
３
）	

馮
勝
君
『
郭
店
簡
与
上
博
簡
対
比
研
究
』
第
二
五
〇
～
二
五
四
頁
（
前

注
２
）。

（
４
）	

清
華
簡
『
筮
法
』
に
お
け
る
晋
系
文
字
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
李

守
奎
「
清
華
簡
《
筮
法
》
文
字
与
文
本
特
点
略
説
」、『
深
圳
大
学
学
報
（
人

文
社
会
科
学
版
）』
第
三
十
一
巻
第
一
期
、
第
五
八
～
六
二
頁
、
二
〇
一

四
年
参
照
。

（
５
）	

楚
系
文
字
の
書
法
様
式
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
国
簡
牘
文
字
に
お
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け
る
二
様
式
」（『
第
四
回
国
際
書
学
研
究
大
会
記
念
論
文
集 

国
際
書
学

研
究
／2000

』、
萱
原
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
浅
野
裕
一
編
『
古
代
思

想
史
と
郭
店
楚
簡
』
第
三
二
九
～
三
五
二
頁
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五

年
再
收
）
参
照
。

（
６
）	『
良
臣
』
と
『
祝
辞
』
と
の
同
筆
・
同
冊
関
係
に
つ
い
て
は
、
清
華
大

学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編 

李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹

簡
（
参
）』
第
一
五
六
頁
（
中
西
書
局
、二
〇
一
二
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
７
）	

以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
良
臣
』･

『
祝
辞
』
の
検
討
は
『
清
華
大
学

蔵
戦
国
竹
簡
（
参
）』（
前
注
６
）
の
図
版
お
よ
び
釈
文
・
注
釈
に
よ
る
。

な
お
釈
文
・
注
釈
の
担
当
は
、『
良
臣
』
が
沈
建
華
氏
、『
祝
辞
』
が
李

学
勤
氏
で
あ
る
。

（
８
）	『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
参
）』
下
冊
、
第
一
五
六
頁
（
前
注
６
）

（
９
）	

劉
剛
「
清
華
参
《
良
臣
》
為
具
有
晋
系
文
字
風
格
的
抄
本
補
証
」（
復

旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
站
、二
〇
一
三
年
一
月
十
七
日
）

（
10
）	

※
を
付
し
た
文
字
に
つ
い
て
、
晋
系
文
字
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
先

行
研
究
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・『
良
臣
』［
Ａ
類
］
④
李
守
奎
「
楚
文
献
中
的
教
育
与
清
華
簡
《
繫
年
》
性

質
初
探
」
第
二
九
八
～
三
〇
〇
頁
（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研

究
中
心
編
『
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
（
第
六
輯
）
― 

復
旦
大
学
出
土

文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
成
立
十
周
年
紀
年
文
集
』
上
冊
、（
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、
⑤
⑦
～
⑪
劉
剛
「
清
華
参
《
良
臣
》
為
具
有

晋
系
文
字
風
格
的
抄
本
補
証
」（
前
注
９
）、
⑥
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹

簡
（
参
）』
第
一
五
六
頁
（
前
注
６
）、『
祝
辞
』［
Ａ
類
］
②
劉
剛
「
清

華
参
《
良
臣
》
為
具
有
晋
系
文
字
風
格
的
抄
本
補
証
」（
前
注
９
）

（
11
）	

簡
９
の
下
部
右
端
に
み
え
る
墨
点
は
句
読
号
で
あ
り
、飾
筆
で
は
な
い
。

（
12
）	

林
宏
明
『
戦
国
中
山
国
文
字
研
究
』
第
三
六
〇
頁
（
台
湾
古
籍
出
版

有
限
公
司
、
二
〇
〇
三
年
）

（
13
）	

湯
志
彪
編
著
『
三
晋
文
字
編
』
第
四
八
三
頁
（
作
家
出
版
社
、
二
〇

一
三
年
）

（
14
）	

蘇
建
洲
「
初
読
清
華
三
《
周
公
之
琴
舞
》・《
良
臣
》
札
記
」（
武
漢
大

学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
三
年
一
月
十
八
日
）

（
15
）	

劉
剛
「
清
華
参
《
良
臣
》
為
具
有
晋
系
文
字
風
格
的
抄
本
補
証
」（
前

注
９
）。

（
16
）	

文
献
別
の
用
字
と
簡
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
良
臣
』
…
…
成
王
（
簡
５
）・
恭
王
（
簡
11
）・ 

王
（
簡
５
）
／
『
楚

居
』
…
…
成
王
（
簡
９
）・
龏
王
（
簡
11
）・
卲
王
（
簡
12
）
／
『
繫
年
』

…
…
成
王
（
簡
29
）・
龏
王
（
簡
77
・
簡
90
）・
龍
王
（
簡
85
・
簡
86
・

簡
87
）・
卲
王
（
簡
82
・
簡
102
）
／
上
博
九
『
成
王
為
城
濮
之
行
』
…
…

成
王
（
簡
1
）
／
上
博
四
『
昭
王
毀
室
』
…
…
卲
王
（
簡
1
・
簡
５
）

（
17
）	

文
献
別
の
用
字
と
簡
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
良
臣
』
…
…
齊 

公
（
簡
６
）・
𩁹
王
句 

（
簡
７
）・
大
宰
（
簡

11
）
／
『
繫
年
』
…
…
齊 

公
（
簡
20
）・
戉
公
句
戔
（
簡
110
）・
大

 
（
簡
83
・
簡
131
）
／
上
博
四
『
柬
大
王
泊
旱
』
…
…
大 

（
簡
10
・
簡

11
他
十
三
例
）

齠朝

轍狟
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（
18
）	

張
守
中
撰
集
『
中
山
王 

器
文
字
編
』
第
六
五
頁
（
中
華
書
局
、
一

九
八
一
年
）

（
19
）	
戦
国
期
に
お
け
る
「
桓
」
の
用
字
差
異
に
つ
い
て
は
、
周
波
『
戦
国

時
代
各
系
文
字
間
的
用
字
差
異
現
象
研
究
』
第
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
（
綫

装
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
20
）	『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
参
）』
下
冊
、
第
一
六
三
頁
（
前
注
６
）

（
21
）	

上
博
簡
に
は
、『
緇
衣
』・『
性
情
論
』・『
亙
先
』・『
采
風
曲
目
』・『
曹

沫
之
陳
』・『
鮑
叔
牙
與
隰
朋
之
諫
』・『
呉
命
』・『
成
王
既
邦
』・『
命
』・

『
拳
治
王
天
下
』
な
ど
に
通
常
の
楚
系
文
字
と
は
異
な
る
左
右
に
出
る
形

体
が
み
え
る
が
、『
命
』
以
外
は
い
ず
れ
も
他
地
性
文
献
で
あ
り
、
非
楚

系
要
素
が
混
在
し
た
例
と
見
な
さ
れ
る
。

（
22
）	

湯
志
彪
編
著
『
三
晋
文
字
編
』
第
一
六
八
二
頁
（
前
注
13
）

（
23
）	

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
―
戦
国
文
字
聲
系
』
上
冊
、
第
五
四
四
頁

（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
〇
四
年
重
印
）

（
24
）	『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
第
二
〇
六
頁
、
注
釈
〔
九
〕
参
照
（
前
注
1
）。

な
お
『
語
叢
二
』
は
斉
魯
系
の
文
字
の
特
色
を
そ
な
え
た
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
こ
と
が
馮
勝
君
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
（
前
注
２
）、

こ
の
「
㲻
」
字
も
斉
魯
系
に
属
す
る
と
見
な
さ
れ
る
。

（
25
）	

戦
国
期
に
お
け
る
「
弱
」
の
用
字
差
異
に
つ
い
て
は
、
周
波
『
戦
国

時
代
各
系
文
字
間
的
用
字
差
異
現
象
研
究
』
第
一
四
二
～
一
四
三
頁
（
前

注
19
）
参
照
。

（
26
）	『
武
王
践
阼
』
簡
８
「 

（
盤
）
名
（
銘
）
曰
、
與
其
弱
（
溺
）
於
人
、

寧
弱
（
溺
）
=
於
=
㲾
（
淵
）
=
猶
可
游
、弱
（
溺
）
於
人
不
可
求
（
救
）」

（
27
）	

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
―
戦
国
文
字
声
系
』
第
三
〇
九
頁
「
汋
」（
前

注
23
）

（
28
）	

中
山
王
鼎
銘
文
「
寡
人
䎽
（
聞
）
之
、
蒦
（
與
）
其
汋
（
溺
）
於
人

施
（
也
）」

（
29
）	

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
―
戦
国
文
字
声
系
』
第
三
一
六
頁
「
㲻
」（
前

注
23
）

（
30
）	『
説
文
解
字
』
十
一
上
、
水
部
に
「
㲻
、
没
也
。
从
水
人
、
讀
與
溺
同
」

と
あ
り
、
段
注
に
「
此
沈
溺
之
本
字
也
」
と
い
う
。

（
31
）	

劉
剛
「
清
華
参
《
良
臣
》
為
具
有
晋
系
文
字
風
格
的
抄
本
補
証
」（
前

注
９
）。
劉
剛
氏
が
挙
げ
る
「
又
」
字
の
例
を
見
る
と
、晋
系
の
「
侯
馬
」

や
「
二
十
七
年
大
梁
司
寇
鼎
」
の
最
終
筆
は
『
良
臣
』
に
く
ら
べ
て
や

や
曲
線
が
ま
さ
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
楚
系
に
例
示
さ
れ
た
「
芮
良
夫
24
」

に
近
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
「
又
」
字
の
み
に
よ
っ
て
、
両
篇
と

晋
系
文
字
と
の
文
字
風
格
上
の
共
通
性
を
言
う
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

（
32
）	

同
一
字
で
形
体
が
異
な
る
数
少
な
い
例
外
に
「
為
」
字
が
あ
る
。『
良

臣
』
の
一
例
（
簡
11
）
は
「

」、『
祝
辞
』
の
二
例
（
簡
３
・
簡
４
）

は
「

」
に
作
り
、
後
者
は
前
者
の
略
体
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ

は
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
な
い
形
体
で
あ
る
が
、
篇
ご
と

に
異
な
る
の
は
、
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
33
）	

楚
系
文
字
の
筆
画
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
国
簡
牘
文
字
に

お
け
る
二
様
式
」（
前
注
５
）
参
照
。
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（
34
）	

湖
北
省
博
物
館
編
『
曾
侯
乙
墓
』
上
下
二
冊
（
文
物
出
版
社
、
一
九

八
九
年
）、李
学
勤
『
東
周
与
秦
代
文
明
（
増
訂
本
）』
第
一
三
九
頁
（
文

物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
35
）	
何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
（
訂
補
）』
第
一
六
八
頁
（
江
蘇
教
育
出
版

社
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
36
）	

馮
勝
君
『
郭
店
簡
与
上
博
簡
対
比
研
究
』
第
二
六
七
頁
（
前
注
２
）

参
照
。

［
参
考
文
献
］

【
戦
国
文
字
資
料
】

・�

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
―
戦
国
文
字
声
系
』
中
華
書
局
、一
九
九
八
年
、

二
〇
〇
四
年
重
印

・�

湯
餘
恵
主
編
『
戦
国
文
字
編
』
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年

・�

馮
勝
君
『
郭
店
簡
与
上
博
簡
対
比
研
究
』
綫
装
書
局
、
二
〇
〇
七
年

・�

周
波
『
戦
国
時
代
各
系
文
字
間
的
用
字
差
異
現
象
研
究
』
綫
装
書
局
、
二

〇
一
二
年

【
楚
系
資
料
】

・
李
守
奎
『
楚
文
字
編
』
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年

・�

張
光
裕
主
編
『
郭
店
楚
簡
研
究 

第
一
卷
文
字
編
』
藝
文
印
書
館
、
一
九

九
九
年

・�

李
守
奎
・
曲
冰
・
孫
偉
龍
編
著
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
︲
五
）

文
字
編
』
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年

・�

主
編 

饒
宗
頤
・
副
主
編 

徐
在
国
『
上
博
蔵
戦
国
楚
竹
書
字
匯
』
北
京
師

範
大
学
出
版
集
団
・
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年

・�

李
守
奎 

賈
連
翔 

馬
楠
編
著
『
包
山
楚
墓
文
字
全
編
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年

・�

李
学
勤
主
編 

沈
建
華 

賈
連
翔
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
【
壹
―
参
】

文
字
編
』
中
西
書
局
、
二
〇
一
四
年

【
晋
系
資
料
】

・�

張
守
中
撰
集
『
中
山
王　

器
文
字
編
』
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年

・�

艾
蘭
・
邢
文
編
『
新
出
簡
帛
研
究
』
口
絵 

図
版
四 

温
県
盟
書
～
図
版
十

七 

温
県
盟
書
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年

・�

山
西
省
文
物
工
作
委
員
会
編『
侯
馬
盟
書（
増
訂
本
）』山
西
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年

・�

中
国
法
書
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
法
書
全
集 

第
１
巻 

先
秦
秦
漢
』

三
八 

河
北
平
山
中
山
王　

墓
墨
書
玉
器
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年

・�

西
林
昭
一
責
任
編
集
『
簡
牘
名
蹟
選
10 

河
南
・
山
西
篇
』
温
県
盟
書
１

～
７
、
侯
馬
盟
書
１
～
７
、
二
玄
社
、
二
〇
一
二
年

・�

湯
志
彪
編
著
『
三
晋
文
字
編
』
全
六
冊
、
作
家
出
版
社
、
二
〇
一
三
年

【
斉
系
資
料
】

・
孫
剛
編
纂
『
斉
文
字
編
』
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年

・
張
振
謙
編
著
『
斉
魯
文
字
編
』
全
六
冊
、
学
苑
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
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［
付
記
一
］
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
六
・
二
十
七
日
に
大
阪
大

学
で
開
催
さ
れ
た
「
第
五
十
六
回
中
国
出
土
文
献
研
究
会
」
に
お
け
る
筆

者
の
発
表
「
戦
国
簡
牘
文
字
の
書
法
様
式
に
関
す
る
試
論
―
清
華
簡
『
良

臣
』・『
祝
辞
』
の
文
字
と
書
法
―
」
を
骨
子
と
す
る
。
ま
た
本
稿
は
、
Ｊ

Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費24520466

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

［
付
記
二
］
投
稿
後
に
、
劉
剛
氏
の
論
考
「
清
華
参
《
良
臣
》
為
具
有
晋
系

文
字
風
格
的
抄
本
補
証
」
が
『
中
国
文
字
学
報 

第
五
輯
』（
二
〇
一
四
年

七
月
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
再
録
版
で
は
「
二
《
良
臣
》

也
具
有
楚
文
字
特
徴
」･

「
三
余
論
」･
「
結
論
」
が
加
え
ら
れ
、「
結
論
」

に
お
い
て
、『
良
臣
』
は
楚
人
が
晋
系
の
底
本
を
用
い
て
書
写
し
た
も
の

で
あ
る
と
の
見
解
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
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